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至宝の絶縁材、「タイロン」を投入した
コード社の新機軸、「セイラムＴ」が誕生
英国のケーブルブランド、コード・カンパニーより大本命の最新モデル「SarumTシリーズ」がベール
を脱いだ。同シリーズでは、最高峰ChordMusicシリーズに投された至宝の絶縁素材、タイロンをつ
いに投入。ChordMusicに採用された多重シールドを簡素化することで、価格の上昇を最低限に留
めることで、コード史上最もコストパフォーマンスに優れたモデルが誕生した。その立ち位置は、従来
のSarum（セイラム）の進化形ではなく、あくまでもChordMusicの弟分。コード社の中心的な役割を
果たすモデルとなっている。
そこで本項では林 正儀氏をはじめとする５人の評論家を緊急招集。その実力をじっくりと味わっても
らった。ぜひともお楽しみいただきたい。
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Text by 林 正儀
Masanoru Hayashi

写真はThe Chord Companyの新たなRCAインター
コネクトケーブル「Sarum T Super ARAY RCA」
¥360,000（1mペア）延長＠1m＝¥180,000
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Chord社創業32年の今日現在でも、何か本当にエキサイティングなこと
が常にChordで起きています。ちょうど2年前にも私たちにとって画期的
なフラッグシップモデル、ChordMusicシリーズが誕生しました。
このケーブルシリーズは弊社独自の安定的な位相特性を誇る絶縁材タ
イロン（TAYLON）を特徴としています。とは言え位相というものは最も重
要な要素でありながら、一般の音楽愛好家にとっては最も知られていな
いものです。ただChordMusicを通して音楽を聴いて見ると、はっきり音
の差を聴いていただけるでしょう。お聴きいただいた方、皆様がその音楽
に驚かれていました。
ChordMusicの設計には最善のパフォーマンスをお届けできるよう可能
な限り全てのテクノロジーを投入しました。その結果、ケーブルの製作に
は繊細で複雑な組み立て作業が必要となりRCAケーブルの場合、完成
するまでに約２時間近くもの組み立て作業の時間を費やすこととなり、価
格が大変高価となってしまいます。
この度の新製品による挑戦はChordMusicに採用した絶縁材タイロン
をSarum 価格帯のケーブルに導入する事でした。このためよりシンプル
なケーブル設計としながらも優れたパフォーマンス達成を目標としました。
皆様にお伝えしたいことは、この製品をSarumと名付けましたが、そのパ
フォーマンスは事実上、遥かにChordMusicに近いものであるということ。
それはまさにChordMusicの弟分なのです。すべてのSarum Tシリーズ
にはその製品の要として絶縁材タイロンが使われています。「Sarum T」
の誕生によって、より多くの音楽愛好家の方々にChordMusicのパフォ
ーマンスさながらの素晴らしい音楽性を享受していただけるものと確信し
ています。
タイロンでご自身のシステムがどのように変わるか？　いつもの大好きな
曲をもう一度、「Sarum T」で味わってみてください。

Chord Company Ltd
Managing director

   bbiG nalA

ChordMusicに
遥かに近い
その音の差に
驚愕するはず

■開発者からのメッセージ
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未知の領域に到達したと言える
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　英国コード・カンパニーでは、昨年大幅にモデルの入れ替えを行った。
そして従来の最高峰モデル、セイラムに代わって、頂点に立ったのがコー
ドミュージックというフラッグシップモデルである。
　このモデルで初めて採用されたのが、「タイロン」という絶縁材である。
これは本来軍需用の素材で、その製造工程も素材も機密。ただコード社
だけに使用が許されたという特別な絶縁材で、温度による位相の変化
が、極めて小さいというものである。一般的なＰＴＦＥなど民生用の素材と
は、ちょっと桁が違うそうである。
　そしてこれまでコードミュージックだけに使われてきたこの絶縁材が、セイ
ラムにも採用されることになった。ただし、コードミュージックのように複雑な
多層シールドではなく、構造の点では従来のものに近い。
　用途を広げることで、もともと高額なタイロンの価格を適切に維持する
のも目的のひとつだという。しかしなんといっても音の違いが大きいのだ。
　実際に比べてみると、リアリティの差が歴然としている。旧セイラムでも
決して貧弱な音ではない。しかし「セイラムＴ」では、音のひとつひとつに
生きたものが感じられる。細かな情報量とその質が、ずっと明晰で豊富な
のである。
　芯から輝くようなピアノや瑞 し々い室内楽、雄大なオーケストラなど、魅
惑に富んだ音質だ。

歴然としたリアリティの差
まさに魅惑に富んだ音質だ

井上千岳　
C h i t a k e  I n o u e

　英国コード社の最高級ケーブル、コードミュージックは高音質を追求す
るオーディオマニアたちの憧れの対象となっている。しかし１ｍで１００万
円近い価格は彼らを夢の世界へと導いてしまう。同社の最新ケーブル
「セイラムＴ」シリーズの製品は、その半分の価格で限りなくトップモデル
に近い性能が得られた高音質ケーブルである。
　なぜそこまでの効果が得られたのか？その答えは、コードミュージックに
採用された同社が誇る理想の絶縁素材「タイロン」を使用したからであ
る。この「タイロン」は非常に高価な素材であるにも関わらず、低価格化
を実現したのは、コードミュージックに採用されている多重シールドを簡素
化させ、組み立て時間を減らすことができるようになったからである。
　その新ケーブル「セイラムＴ」の試聴は自宅の試聴室〈ボア・ノワール〉
で行った。ＸＬＲインターコネククト（ＣＤ-プリアンプ間とプリアンプ-パワーア
ンプ間)と、スピーカーケーブルを一気につなぎ替えて試聴を行った。手に
すると、どちらのケーブルも前作と較べて、軽量で振動の影響が少なくな
っているのを感じる。
　音質は全体的にノイズが極めて少ないサウンドで音場のクリアネスが
高いのが心地いい。解像度の高さはコードミュージックにかなり近い。サ
ウンドの佇まいはごく自然で高音／低音のバランスがきっちりと整ってい
る。総括すればコードミュージックへの接近をはっきりと感じ取ることがで
きる優れたケーブルである。

コードミュージックへの接近を
はっきりと感じ取れるケーブル

貝山知弘　
T o m o h i r o  K a i y a m a

The Chord Company
Sarum T Super ARAY RCA
RCAインターコネクトケーブル　
¥360,000（1mペア）延長＠1m＝¥180,000

Sarum T Super ARAY XLR
XLRインターコネクトケーブル　
¥520,000（1mペア）延長＠1m＝¥230,000

「セイラムＴ」シリーズ ラインアップ

４人の評論家が語る 「セイラムＴ」の魅力
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　英国コード社の新製品「セイラムＴ」シリーズを試聴した。一昨年、最
先端の特殊絶縁素材タイロンを採用して開発された最高峰モデル、コー
ドミュージックの印象に比べ、音質は同系の魅力を備え、従来のセイラム
と比べてもニュアンスの豊かさや表現力が勝っている。また、ＲＣＡケーブ
ルのプラグもコードミュージックと共通の誘電率の低いＰＴＦＥ（ポリテトラ
フルオロエチレン）を採用している。
　性能は初期状態では、まだまだ真価は出てこない。30分、１時間と経
過すると、力とコントラストがいきなり強化され、解像度の高い性能が現れ
る。輪郭を明確に描き、中低域の響きを厚く構成して中高域へも繊細に
帯域を広げる。基本的には写実系であるが、質感は雰囲気になめらかさ
も感じさせる。
　ＸＬＲケーブルのプラグは、ノイトリック製を独自の銀メッキハウジングに
収め、制振リングを追加している。これはＲＣＡケーブルとは異なる性質
で、硬質感のない、なめらかな音質で、中間帯域を軸に勢いのあるレスポ
ンスを表現する。味のある重厚な質感が印象的である。
　スピーカーケーブルは銀メッキバナナプラグを装着したタイプを、24時
間経過後試聴した。厚くオーソドックスなバランスでレスポンスに優れ、低
音の分解力も高い。まさに英国の気品と格調を備えた音質である。この
スピーカーケーブルから「セイラムＴ」の魅力に触れるのも方法だろう。

力とコントラストがいきなり強化
ニュアンスや表現力が格段に違う

福田雅光　
M a s a m i t s u  F u k u d a

　輸入元であるアンダンテラルゴの試聴室で、新たに登場した「セイラム
Ｔ」を聴いた。まず、最低域から超高域までの音が出るタイミングがきわめ
て高い精度で合っていることに驚かされた。当たり前のようでいてこれが
けっこう難しい。結果として再生音はしなやかで、はしゃいだ要素がなく、
あるいは欧米の人が気になる高域のハーシュな感じ、耳につく要素が感
じられない。たとえばアコースティック・ギターのような弦の弾きやギロのよう
な急峻な音の立ち上がりを要求する音色のリニアリティが実に高い。同
時にグランカッサや地響きのような最低域の音像のまとまりの良さやその
領域の浸透力も素晴らしかった。　
　２つ目に印象的だったのはシールドの良さからくるノイズフロアの低さ
で、普段聴こえない音がたくさん聴こえてきたことだ。たとえて言えば、街
灯の多い都会で見ると夜空の星は限られているが、山奥で見ると満天
の星が見えてくる。あのように普段は聴こえないわずかな演奏上のノイズ
成分や楽器の微細な響き、声の味わいなどが見事に聴こえてきて感激
した。現代の都市部での高周波ノイズだらけの環境では特にその威力
を発揮するはずだ。価格帯としては安くないが、「セイラムＴ」の音はハイ

していると証言したい。

未知の領域に到達したと言える

鈴木 裕　
Y u t a k a  S u z u k i

■問い合わせ先：アンダンテラルゴ（株）
TEL:0120-77-3412（平日10：00-19：00）　〒189-0013　東京都東村山市栄町2-31-16-101　※一般ユーザー向け試聴室もオープン（要予約）

Sarum T SP Cable
スピーカーケーブル　
1.5mペア＝¥320,000、2mペア＝¥425,000、2.5mペア＝¥530,000  延長＠1m＝¥210,000

リーズナブルな価格（製品価格の55％）でSarum Tへのアップグレード・サービスを７月から
受付開始（スピーカーケーブルを除く）
（例） ●旧Sarum RCA 1mからSarum T RCA 1mにアップグレードする場合
 　・Sarum T RCA 1m の製品価格＝¥360,000
 　・アップグレード価格＝¥360,000 ×55% = ¥198,000
 ●旧Sarum RCA 2mからSarum T RCA 2mにアップグレードする場合
 　・Sarum T 2mの製品価格＝¥540,000
 　・アップグレード価格＝¥540,000 ×55% ＝¥297,000

旧セイラムの愛用ユーザーへ

「Sarum T Super ARAY Digital」RCA、BNC、AES/EBUデジタルケーブル　
¥360,000（1m）延長＠1m＝¥160,000

「Sarum T Super ARAY Streaming」
イーサネットケーブル　¥360,000（1m）
延長＠1m＝¥160,000

「Sarum T Super ARAY 
¥250,000（1m）
延長＠1m＝¥100,000
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